
中小企業の経営支援および地域の活性化に関する取り組み方針ならびに取り組み状況

第四北越フィナンシャルグループでは、地域社会のニーズを踏まえ、多様な人財をはじめとする人的資本や
アライアンスの連携等による知的資本、地域のお客さまと築いてきた信頼関係等の社会関係資本を活かして地
域社会の発展に資する活動に取り組んでいます。
取引先企業のニーズ・課題に応じた融資やソリューションの提供等、金融・情報仲介機能の発揮により、地域
社会・経済の発展に貢献し続けます。

円滑な資金供給など金融仲介機能の発揮Ⅰ

金融円滑化への取り組み  
第四北越銀行では、地域金融機関として公共性・社会的責任と使命を十分認識し、業務の健全かつ適切な運営の
確保に配慮しつつ、適切かつ積極的な金融仲介機能を果たすため、金融円滑化に取り組んでいます。
なお、地政学的リスクの顕在化による国際秩序の変容や物価高、人手不足等の状況、さらには気候変動による影響
などを踏まえ、地域経済の下支えを最優先とし、資金繰り支援等により、地域経済の金融の目詰まりを防ぐとともに、
販路開拓や生産性向上など、多面的な支援を実施しています。
事業性評価に基づく取り組み  
第四北越銀行では、事業性評価に基づくお客さまの本業支援や課題解決に向けて、各種相談会・セミナー等の
開催のほか、人材マッチング・販路開拓支援やSDGsの観点を踏まえた各種支援に、グループ企業間で連携しなが
ら積極的に取り組んでいます。
新規お借り入れや借入条件変更等への対応  
第四北越銀行では、お客さまからの新規のお借り入れや借入条件の変更等のご相談・お申し込みを受け付けた場合

には、真摯にお客さまに寄り添って対応しています。決算書などの財務諸表とともに、技術力や販売力、将来性等、経
営実態や事業価値をきめ細かに把握するよう努め、適切な審査を行っています。また、お客さまの同意を得たうえで、
当社グループ企業や信用保証協会をはじめとした他機関と緊密な連携を図っています。
不動産担保・保証に過度に依存しない融資に向けた取り組み  
第四北越銀行では、お客さまの成長や経営改善に寄与するため、必要に応じて売掛債権・動産担保融資（ABL）に取

り組むなど、不動産担保や保証に過度に依存しない融資に取り組んでいます。
「経営者保証に関するガイドライン」への取り組み  
第四北越銀行では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ、経営者保証に依存しない
融資の一層の促進に取り組んでいます。
■ 新規融資等におけるガイドラインを踏まえた取組状況

2024年3月期
上期

2024年3月期
下期

2025年3月期
上期

2025年3月期
下期

① 新規に無保証で融資した件数 
（ABLを活用し、無保証で融資したものは除く） 4,629件 4,605件 4,678件 4,502件

② 経営者保証の代替的な融資手法として、停止条件付保証契約を 
活用した件数 0件 0件 0件 0件

③ 経営者保証の代替的な融資手法として、解除条件付保証契約を 
活用した件数 0件 0件 0件 0件

④ 経営者保証の代替的な融資手法として、ABLを活用した件数 0件 0件 0件 0件
⑤新規融資件数 12,676件 12,602件 12,878件 10,913件
　新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合
　<（①+②+③+④）/⑤> 36.5% 36.5% 36.3% 41.3%

■ 事業承継におけるガイドラインを踏まえた取組状況
2024年3月期

上期
2024年3月期

下期
2025年3月期

上期
2025年3月期

下期
①新旧両経営者から保証を受けた割合 1.7% 0.7% 2.4% 1.7%
②旧経営者のみから保証を受けた割合 47.2% 41.4% 59.2% 53.9%
③新経営者のみから保証を受けた割合 43.8% 57.1% 38.5% 39.1%
④新旧両経営者から保証を受けなかった割合 7.4% 0.7% 0.0% 5.2%
　合計<①+②+③+④> 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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経営支援・コンサルティング機能の発揮Ⅱ

ライフステージに応じた取引先企業の積極的な支援  
　地域の中小企業は、地域社会・地域経済を支える柱として重要な役割を担っています。当社グループでは、地域
の中小企業のライフステージに応じた経営支援に積極的に取り組み、地域経済の発展に貢献していきます。
［ライフステージ］

創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期

創業支援
ファンド活用
販路開拓支援

事業承継支援
事業再生支援 人材・ビジネスマッチング

資金調達
販路開拓支援

事業承継・M&A支援

〇 アライアンスを活用した支援
第四北越銀行では、地銀10行による広域連携の枠組みである

「TSUBASAアライアンス」や群馬銀行との「群馬・第四北越アラ
イアンス」を最大限活用し、お客さまの他県への進出ニーズにお
応えするほか、ビジネスマッチングなどによる本業支援やシンジ
ケートローンの共同組成など、より付加価値の高い金融・情報
サービスを提供しています。
● 群馬銀行との経営統合に関する基本合意について
これまでの群馬・第四北越アライアンスの連携効果などを踏まえ、地域への更なる貢献を永続的に果たしていくた
めには、経営の「規模」と「質」の両面で地方銀行トップクラスの新金融グループへとステップアップすることが必要だ
と考え、2025年4月に群馬銀行と経営統合の基本合意書を締結し、2027年4月（予定）の経営統合に向け協議・検
討を開始しました。

創業期

当社グループでは、創業・新規事業開拓を目指すお客さまを積極的に支援しています。創業時にご活用いただける
各種補助金の情報提供や補助金申請支援のほか、県内の産業支援機関や業界団体、商工団体、TSUBASAアライア
ンス参加行などさまざまなネットワークを活用して、あらゆる分野の専門家をご紹介しています。
● 経営相談会「にいがたパワーアップサロン」の開催
第四北越銀行と第四北越リサーチ＆コンサルティングが連携して開催して

いる経営相談会「にいがたパワーアップサロン」では、創業・第二創業を検討し
ている事業者や創業して間もない事業者、様々な経営課題をお持ちのお客さ
まを対象に、ビジネスアイデアから具体的な収益計画・行動計画に至るまで、
幅広くご相談を承っています。

成長期・安定期

当社グループでは、人材の確保や販路拡大、事業承継やM&A支援などによりお客さまの成長を支援しています。
● 人材マッチング
人材紹介会社である第四北越キャリアブリッジでは、事業性評価を起点とした人材マッチングに取り組んでおり、
第四北越銀行の営業店を通じて、多くのお客さまから人材に関するご相談を承っています。
● 販路拡大
地域商社ブリッジにいがたでは、東京・日本橋に常設しているアンテナショップ「ブリッジにいがた※」において、新

潟県の各自治体と連携した地域PRフェアを随時開催し、お米・日本酒をはじめとした食料品や、工芸品・民芸品など、
県内の特産品の販売を通じて「新潟」の魅力を発信しています。取り扱い商材は約600商品となっているほか、自社
のECサイトでは約200商品を取り扱っており、県内企業の販路拡大に向けた取り組みを積極的に行っています。
また、2025年3月にシンガポールの食品商社向けに新潟県産品の輸出を初めて実施したほか、2025年5月に
はプライベートブランド「美四季（うつくしき）」を立ち上げ、プライベート商品の第1弾としてプライベートブランド米
「美四季 弥彦産コシヒカリ」の生産を開始しました。

両社グループが共通の強みとそれぞれの強みを持ち寄り協働し、規模のメリットや広大なネットワーク・情報連携
の優位性を活用することで、トップラインシナジーの最大化を目指してまいります。

※ アンテナショップ「ブリッジにいがた」は、2025年11月3日をもって営業を終了しますが、引き続き販路開拓事業や各種イベントを通じて、新潟県産商品の販売・PR
に注力していきます。
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● 事業承継・M＆A
第四北越銀行では、営業基盤や外部のネットワークも活用し、事業承継・M＆A分野におけるお客さまのサポートを強
化しています。
さらに、当社の投資専門子会社である第四北越キャピタルパートナーズでは、地域企業の喫緊の課題である事業承
継や創業・新規事業分野開拓の支援を目的として、第四北越銀行と共同で、「第3号第四北越地域創生投資事業有限
責任組合」（2025年3月）
を設立しました。第四北
越銀行と第四北越キャピ
タルパートナーズとの連
携をより一層図っていく
ことで、資本性資金の供
給と経営参加（ハンズオ
ン）による伴走型の経営
支援を行い、地域経済の
持続的成長と投資先の
企業価値向上に貢献し
ていきます。

低迷期・再生期

第四北越銀行では、お客さまと経営上の問題点や課題などを共有し、多面的な検討を通じて、最適なソリューション
の提案や経営改善計画の策定支援を行っています。計画策定後は、計画の達成に向けたフォロー活動を実施していま
す。また、外部機関などとの連携を強化し、最適な再生手法の活用や枠組みの設計など、コンサルティング機能の発揮
を通じて、お客さまの事業再生に取り組んでいます。このほか、新分野展開や業態展開等を支援する各種補助金の案
内・申請サポートを強化しているほか、当社グループ会社や外部アライアンス等を通じて、お客さまの販路開拓・成長に
向けたビジネスマッチングなどにも注力しています。

地域の活性化・面的再生への積極的な参画Ⅲ

お客さまのサステナビリティに向けた取り組みのサポート  
● 「第四北越SDGsコンサルティングサービス」の提供
第四北越銀行では、2021年9月より、地域のお客さまのサステナ

ビリティやSDGsの達成に向けた取り組みを支援するため、お客さま
独自のSDGs宣言の策定をサポートする「第四北越SDGsコンサル
ティングサービス」を取り扱っています。

● 「GXコンサルティングサービス」の提供
第四北越リサーチ＆コンサルティングでは、株式会社Sustechと連携し、お客さまの脱炭素経営の推進・実現をトータ

ルサポートする「GXコンサルティングサービス」を提供しています。
本サービスは、脱炭素化支援プラットフォーム「CARBONIX※」を活用し、お客さまの温室効果ガス（GHG）排出量の

削減目標の設定から、削減ロードマップの作成、GHG排出量の算定代行まで、脱炭素経営の実現に向けた取り組みを
トータル的にサポートしています。
※株式会社Sustechが提供する、お客さまのGHG排出量を計測し、可視化する算定ツール

●お客さまの脱炭素経営を支援する「GX全店運動」の提供
第四北越銀行では、GHG排出量算定を

起点として、GHG排出量削減計画の策定や
GHG排出量削減に向けた取り組みを支援
する「GX全店運動」を実施しています。外部
専門業者と連携したGHG排出量算定ツー
ルの導入支援件数は2025年3月末時点で
1,321件となり、堅調に増加しています。

●サステナブルファイナンスの提供
当社グループでは、第四北越リースが2025年4月に「カーボン・オフセット付リース」の取り扱いを開始するなど、サ

ステナブルファイナンス商品の拡充に取り組んでいます。当社グループで取り扱うサステナブルファイナンスは、大企
業から中小企業、個人のお客さままで、幅広くご利用いただける商品ラインアップとなっています。

■ 第四北越SDGsコンサルティングサービス
　（2021年9月～2025年3月）

診断サービス
（取組状況診断）

累計
4,129件

コンサルティング
サービス

（SDGs宣言策定支援等）
累計
239件

お客さまの脱炭素経営を支援する｢GX全店運動｣の実施 

GHG排出量の
可視化

削減計画の
策定

具体的な
削減策の実行

脱炭素経営に向けた
3つのステップ

（2024年7月～）

GHG排出量算定ツールの導入支援件数：1,321件
（ビジネスマッチング） （2022年度～累計）
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●第3号第四北越地域創生ファンドの組成（2025年3月）
（第3号第四北越地域創生投資事業有限責任組合）

第四北越FGグループ各社
外部専門家

経営支援

出資

経営支援

出資

運営

出資

第3号第四北越
地域創生ファンド

連携

投資対象
企業さま

（総額10億円）

2021年、2023年に続く第3弾
（ファンド累計金額は30億円）

2024年3月期 2025年3月期

2,9172,863

+54

(件）

●創業・事業承継支援件数



生産性向上に向けたDX支援  
当社グループでは、2024年4月より、「第四北越DXコンサルティングサービス」のご提供を開始し、第四北越銀行と
第四北越ITソリューションズが連携しながらお客さまのDXを一気通貫で伴走支援する態勢としています。
本サービスによる最初の取り組みとなる「DX宣言策定支援サービス」は、お客さまとの対話を通じて「目指したい姿」や

「改善したい姿」を整理・可視化し、DX宣言として社内外に対して宣言することで、お客さまのDXへの第一歩を後押し
しています。
さらに2025年1月より、「第四北越DXコンサルティングサービス」のメニューに「業務改善コンサルティングサービス」

を追加し、既存の業務フローや業務量を可視化・整理することで業務課題を洗い出し、改善策の提示や実行計画の策
定を行っています。
●「第四北越DXコンサルティングサービス」（2024年4月～）

ITツール導入DX実行
計画策定

現状分析
課題把握

意思決定
DX宣言支援フロー

● 受託件数（2025/3）累計89件
業務改善コンサルティングサービス（2025年1月～）DX宣言策定支援サービス（2024年4月～）
● 業務の可視化・整理　● 改善策・実行計画策定 etc.

お客さまのDXを
一気通貫で伴走支援

❶ ❸❷

地域のキャッシュレス化推進  
当社グループでは、地域のキャッシュレス化を積極的に推進しています。第四北越銀行では2024年8月より「第四北
越JCBデビット」、同年10月からは「TSUBASA第四北越キャッシュレス加盟店サービス」の取り扱いを開始しました。今
後もお客さまのさまざまなニーズにお応えするため、利便性の向上と充実した商品・サービスの提供を通じて、地域社
会の発展に貢献していきます。
また、2024年10月には、新潟税務署や新潟県納税貯蓄組合総連合会とともに「新潟県下一斉キャッシュレス納付推
進プロジェクト」を立ち上げ、新潟県内金融機関が連携して、国税や地方税のキャッシュレス納付の普及に取り組んでい
ます。今後もお客さまの利便性・生産性の向上に向けて新潟県内金融機関との共同化が可能な分野については積極的
に連携を深めてまいります。

寄付型私募債、寄付型ローンを通じた地域への貢献  
第四北越銀行では、お客さまからいただく私募債発行手数料の一部を自治体や教育機関などへ寄付する寄付型私
募債に取り組んでいます。この寄付型私募債は、2013年9月に同行が国内で初めて取り扱いを開始したもので、
2025年3月末までに合計1,075団体へ寄付を実施し、寄付金の累計額は2億20百万円にのぼっています。2024年度
は、「佐渡島の金山」の世界文化遺産登録を記念した私募債や、群馬・第四北越アライアンスで共同企画した私募債な
どを取り扱うなど、合計623万円を新潟県内の自治体や団体へ寄付し、地域創生やSDGsへの取り組みをご支援しま
した。
また、融資実行額の0.05％相当額を自治体に寄付し、脱炭素事業等に活用いただくローン商品「Biz-Ecology」など
を通じて、お客さまの資金ニーズにお応えするとともに、地域のサステナビリティ実現に向けた取り組みを支援してい
ます。

Ⅳ  地域や利用者に対する積極的な情報発信

ホームページやセミナーなどによる情報発信  
ホームページやX、Instagram公式アカウントでは、セミナーやキャンペーンの情報を
はじめとしたさまざまな情報を地域の皆さまにわかりやすく積極的にお知らせしていま
す。また、お客さまからいただいたご意見を反映し、商品・サービスの紹介ページを充実
させるとともに、お客さまのお役に立つ情報をより簡単に見つけられるよう表示方法を
見直し、利便性の向上を図っています。各種セミナーでは、外部アライアンスも活用し、
環境の変化に対応するためのタイムリーな情報を提供することで、効果的にお客さまの
成長をサポートする取り組みを積極的に展開しています。

第四北越銀行
ホームページアドレス
https://www.dhbk.co.jp/
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●  お客さまの経営支援への取り組みを推進するため、当社において、地域創生戦略本部長を委員長とした「地域創生推進委員会」
を設置し、中小企業の経営支援に向けた具体的な取り組みを策定・推進するとともに、経営会議等へ報告しています。

●  経営会議等では、中小企業の経営支援に関する対応状況を検証し、それを踏まえた態勢整備を適時・適切に指示するなど、グ
ループ全体で問題を共有し改善に努めています。

●  本部・営業店・グループ各社が連携してコンサルティング機能を発揮し、使命感を持って積極的な経営支援、地域の活性化に
資する活動を行います。

●  お客さまの多様な経営課題に対応するため、グループ会社間の連携に加え、外部専門家、外部機関とも連携を図りながら、お
客さまの経営課題に一体となって支援を行う態勢をとっています。

●  当社では、コンサルティング能力向上に向けて、グループ一体となって、お客さまの経営支援を行うノウハウを持つ人財の育成
に取り組んでいます。

中小企業の経営支援および地域の活性化に関する態勢整備の状況

弁護士、税理士、中小企業診断士、
地域経済活性化支援機構、

中小企業再生支援協議会　など

委員
（関連本部部長、関連会社社長 など）

指示

指示

報告

報告

取締役会
監査等委員会

本部

営業店

・創業、新事業開拓支援
・成長企業への支援

・金融仲介機能の発揮 ・地域の面的再生への 
 積極的取り組み

対応

ご相談

お
客
さ
ま

グループ会社

連携

外部専門家、外部機関

地域創生推進委員会

委員長
（地域創生戦略本部長）

委員会事務局
（地域創生戦略部）

経営会議

地域戦略部、コンサルティング事業部、
事業開発企画部、審査部、事務統括部      など

・事業承継支援
・経営改善、事業再生支援

第四北越キャリアブリッジ
第四北越リース

第四北越リサーチ＆コンサルティング
第四北越キャピタルパートナーズ
                                     など

第四北越フィナンシャルグループ

第四北越銀行

【中小企業の経営支援および地域の活性化に関する組織体制】


